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Pick Up

音水は、たのしい。

知られざる「林鉄王国」山崎営林署の管下、その栄華の燭灯が消える一瞬まで

働き続けた支線が中音水林道（昭和12年〜43年）である。本線延長約6.2km、う

ち約半分が失われずに残っているという事前情報を得て向かったが……。

そこに待ち受けていたのは、「遊園地」だった。

音水森林鉄道網をゆく  第２回
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